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七
月
九
日
、
豊
岡
市
じ
ば
さ
ん
但
馬

で
開
催
さ
れ
た
豊
岡
自
家
用
自
動
車
安 

 

                  

      

全
運
転
管
理
者
会
通
常
総
会
で
、
当
社

は
安
全
運
転
管
理
の
重
要
性
を
よ
く
認 

識
し
、
極
め
て

効
果
的
に
管
理

事
務
を
推
進
し

交
通
事
故
防
止

に
尽
く
し
た
と

し
て
、
兵
庫
県

警
察
本
部
長
及

び
兵
庫
県
自
家

用
車
協
会
連
合

会
長
連
名
表
彰

を
受
賞
、
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

今
後
も
受
賞

を
契
機
に
、
安

全
運
手
管
理
者

及
び
副
安
全
運

転
管
理
者
が
、 

中
心
に
な
っ
て
交
通
安
全
活
動
を
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

な
お
、
当
社
が
取
り
組
ん
で
い
る
安

全
運
転
活
動
は
次
の
と
お
り
。 

 

①
安
全
運
転
教
育
は
「
毎
月
十
七

日
を
安
全
の
日
」
と
定
め
、
各
部

門
輪
番
で
実
施
し
、
そ
の
都
度
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
で
理
解
度
を
確
認
し
て

い
る
。 

②
毎
日
の
朝
礼
を
利
用
し
て
、
天

候
、
季
節
を
考
慮
し
、
安
全
運
転

の
励
行
や
運
転
者
の
注
意
義
務
に

つ
い
て
、
意
識
付
け
を
行
っ
て
い

る
。 

 
 

③
全
車
輌
に
危
険
予
知
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
と
安
全
運
転
五
則
カ
ー
ド

を
運
転
者
の
目
立
つ
箇
所
に
取
付
、

交
通
安
全
に
努
め
て
い
る
。 

 

④
全
車
輌
に
管
理
責
任
者
を
選
任
、

毎
週
末
に
車
輌
点
検
表
提
出
を
義

務
づ
け
て
い
る
。
不
具
合
が
あ
れ

ば
修
理
等
の
処
置
を
実
施
。 

 

⑤
全
車
輌
に
点
灯
走
行
の
シ
ー
ル

を
前
後
に
張
り
、
全
社
を
上
げ
て

点
灯
走
行
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 
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豊岡南警察署長様から表彰状を伝達される田中安全運転管理者 

 

優
良
安
全
運
転
管
理 

事
業
所
表
彰
を
受
賞 
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当
社
で
は
毎
年
、
新
規
採
用
者
と
幹

部
社
員
代
表
が
参
加
し
、
豊
岡
市
の
長

松
寺
に
依
頼
、
永
平
寺
の
参
禅
研
修
と

ほ
ぼ
同
じ
カ
リ
ュ
キ
ラ
ム
で
参
禅
研
修

を
実
施
し
て
い
る
。 

本
年
も
例
年
に
な
ら
い
新
規
採
用
者

一
人
と
岡
本
係
長
が
六
月
八
日
か
ら
六 

                

   月
十
四
日
の
七
日
間
、
田
中
専
務
が
後

半
の
修
行
に
参
加
し
た
。 

研
修
は
早
朝
の
座
禅
、
お
経
、
説
経
、 

奉
仕
作
業
を
毎
日
の
カ
リ
ュ
キ
ラ
ム
で

実
施
さ
れ
、
食
事
は
精
進
料
理
で
普
段

の
会
社
生
活
・
一
般
生
活
で
は
味
わ
え

な
い
も
の
。
奉
仕
作
業
で
は
田
中
工
事 

                

課
長
の
指
導
で
境
内
の
植
木
の
手
入
れ

を
行
っ
た
。 

研
修
後
、
参
加
者
か
ら
は
「
い
い
経

験
を
し
ま
し
た
、
肉
が
食
べ
れ
な
い
一

週
間
は
つ
ら
か
っ
た
で
す
が
、
こ
の
経

験
を
い
か
し
て
礼
儀
正
し
く
立
派
な
社

会
人
に
、
そ
し
て
会
社
に
貢
献
す
る
人

材
に
な
り
ま
す
。
」
と
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。 

当
社
は
、
今
後
も
社
員
教
育
に
力
を

入
れ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

      

豊
岡
の
ア
ネ
ッ
ク
ス
花
か
ん
ざ
し
で

は
、
毎
年
、
地
域
に
学
ぶ
中
学
生
・
体

験
活
動
週
間
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー

ク
」
の
趣
旨
を
理
解
し
、
生
徒
の
体
験

の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
も
六
月
二
日
か
ら
五
日
間
、
豊

岡
南
中
学
校
の
二
人
の
生
徒
を
受
入
ま

し
た
。 

今
回
体
験
し
て
い
た
だ
い
た
作
業
は
、 

           あ
い
さ
つ
、
花
の
世
話
、
接
客
、
寄
植

作
り
で
特
に
毎
日
の
挨
拶
練
習
で
「
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
の
あ
い
さ
つ
が
明
る
く

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
毎
日
の
草
花
の

世
話
で
花
を
好
き
に
な
れ
た
こ
と
が
五

日
間
の
成
果
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。 

体
験
さ
れ
た
生
徒
さ
ん
が
み
ど
り
に

興
味
を
も
た
れ
校
内
で
草
花
の
世
話
な

ど
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。 

来
年
も
明
る
い
生
徒
さ
ん
が
こ
ら
れ
、

花
を
好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

座禅で修行する研修生 

 

ア
ネ
ッ
ク
ス
花
か
ん
ざ
し 

「ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
」で 

中
学
生
を
受
入

毎日の朝礼に中学生も参加 

参
禅
研
修 

新
規
採
用
者
が
参
加 
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安全活動について説明する田中専務 

    
 

 

全
国
安
全
週
間
の
折
り
返
し
と
な
っ

た
七
月
五
日
、
豊
岡
市
の
じ
ば
さ
ん
但

馬
で
今
回
、
二
十
回
目
を
迎
え
た
株
式

会
社
西
村
風
晃
園
安
全
大
会
が
、
国
土

交
通
大
臣
政
務
官
、
衆
議
院
議
員
谷
公

一
先
生
を
来
賓
に
迎
え
、
社
員
及
び
協

力
会
社
社
員
八
十
余
名
が
出
席
し
開
催

さ
れ
た
。 

 

当
日
は
大
会
開
催
前
に
神
道
神
導
教

で
社
員
と
協
力
会
社
代
表
が
安
全
祈
願 

          

      

を
し
た
後
、
じ
ば
さ
ん
但
馬
に
集
ま
り
、

協
力
会
社
安
全
表
彰
や
安
全
標
語
の
入

選
者
表
彰
、
各
部
門
の
安
全
活
動
報
告
、

平
成
十
九
年
度
安
全
活
動
の
反
省
と
平

成
二
十
年
度
の
安
全
対
策
等
に
つ
い
て

発
表
さ
れ
、
出
席
者
全
員
で
初
心
に
帰

り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
完
全
着
用
・
安
全

帯
保
護
具
の
完
全
着
用
・
交
通
ル
ー
ル

厳
守
を
頭
に
置
き
、
新
た
な
気
持
ち
で

安
全
第
一
・
ゼ
ロ
災
の
事
業
実
行
を
心

に
誓
っ
た
。 

 

第
二
部
で
は
豊
岡
南
警
察
署
新
野
警

部
補
に
「
最
近
の
交
通
情
勢
」
と
題
し

て
講
演
を
賜
り
、
最
近
の
兵
庫
県
内
の

交
通
情
勢
と
道
交
法
の
改
正
点
、
新
野

警
部
補
が
事
故
現
場
の
生
々
し
い
体
験

談
を
交
え
、
事
故
の
恐
ろ
し
さ
と
周
囲

の
方
々
の
苦
労
を
述
べ
ら
れ
、
参
加
者

一
同
安
全
運
転
を
再
認
識
す
る
講
演
と

な
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
協
力
会
社
安
全
表
彰
と
安
全

標
語
入
選
作
品
は
次
の
方
々
で
す
。 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

特
選 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

営
業
部
門 

井
原 

央
人 

   

  

自
然
環
境
の
中
で
昨
年
よ
り
も
多
く

の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
が
巣
立
ち
を
迎

え
た
豊
岡
市
で
、
昨
年
夏
に
続
い
て
四

回
目
と
な
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
、
巣

台
模
型
の
補
修
を
各
部
門
か
ら
の
代
表

十
一
人
で
七
月
五
日
、
実
施
し
ま
し
た
。 

巣
台
模
型
は
搭
乗
で
き
る
作
り
で
、 

   

入
選 

 
 

 

    

工
事
部
門 

今
井 

宏
典 

 
 

 
 
 
 

 

   

工
事
部
門 

中
島 

祐
一
郎 

     格
好
の
写
真
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
お
り
、

ヒ
ナ
の
巣
立
ち
の
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
な

っ
た
こ
と
で
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
見
物
の
来

館
者
も
増
加
し
、
巣
台
の
破
損
も
著
し

く
な
っ
て
い
た
。 

そ
こ
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
か
ら
、

例
年
手
が
け
て
い
る
当
社
に
お
話
し
が

 

危
な
い
よ 

仲
間
の
一
声 

無
駄
に
せ
ず 

守
ろ
う
ル
ー
ル 

決
め
た
こ
と 

指
示
、
合
図
は
素
直
に
実
行 

全
て
に
感
謝
の
心
で 

今
日
も
一
日
安
全
作
業 

大
丈
夫 

思
う
心
に
落
と
し
穴 

慣
れ
た
作
業
と
馬
鹿
に
せ
ず 

毎
日
初
心
で
安
全
作
業 

 

 

飯 

田 

源 

蔵
（
庭
師
） 
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あ
り
、
ボ
ラ
ン
チ
ィ
ア
の
実
施
と
な
っ

た
。 当

日
は
剪
定
く
ず
と
し
て
発
生
す
る

枝
を
た
め
て
お
き
、
軽
ト
ラ
一
台
分
の

枝
で
補
修
し
た
。
作
業
は
経
験
者
が
多

く
一
時
間
ほ
ど
で
修
了
し
た
。 

作
業
終
了
後
、
中
貝
豊
岡
市
長
が
現

場
を
訪
れ
、
巣
台
の
確
認
と
社
員
へ
の

労
い
の
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
。 

ま
た
、
後
日
当
社
に
、
豊
岡
市
立
コ

ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
松
島
館
長
が
来
社
さ

れ
礼
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
後
も
当
社
で
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野

生
復
帰
事
業
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    

          

夏
本
番
を
控
え
、
無
病
息
災
な
ど
を

願
う
神
事
「
夏
越
の
大
祓
い
」
が
六
月

三
十
日
夕
、
豊
岡
市
の
女
代
神
社
で
営

ま
れ
た
。 

 

境
内
に
直
径
二
メ
ー
ト
ル
の
「
茅
の

輪
」
が
も
う
け
ら
れ
た
。 

茅
の
輪
は
円
山
川
上
流
の
山
間
部
で

採
取
し
た
チ
ガ
ヤ
を
、
古
来
か
ら
の
し

き
た
り
に
則
り
作
製
し
た
も
の
で
、
関

係
者
に
お
聞
き
す
る
と
、
最
近
の
茅
の 

      輪
は
カ
ヤ
製
の
も
の
多
く
な
っ
て
い
る
。 

兵
庫
県
内
の
茅
の
輪
く
ぐ
り
を
営
む

神
社
（
総
社
、
広
峰
神
社
、
水
尾
神
社

等
）
は
多
い
が
チ
ガ
ヤ
で
作
っ
た
茅
の

輪
は
希
少
で
あ
る
と
の
こ
と
。 

こ
の
行
事
は
平
安
時
代
か
ら
続
い
て

い
た
伝
統
行
事
で
、
次
第
に
姿
を
消
し

い
た
が
、
同
神
社
で
は
昨
年
四
十
年
ぶ

り
に
復
活
さ
せ
た
神
事
で
茅
の
輪
を
三 

           

            回
く
ぐ
る
と
、
過
去
半
年
間
の
不
安
や

災
い
が
除
か
れ
、
新
た
な
半
年
間
の
平

穏
が
得
ら
れ
る
と
い
う
。 

当
社
で
は
チ
ガ
ヤ
を
河
川
流
域
ご
と

に
適
期
で
採
取
し
、
日
本
の
原
風
景
の

水
辺
等
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
平
安
時
代
か
ら
続
く
神
事
に
チ
ガ

ヤ
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
当

社
の
営
業
エ
リ
ア
の
近
畿
地
域
で
茅
の

輪
が
全
て
チ
ガ
ヤ
と
な
る
よ
う
チ
ガ
ヤ

群
落
の
再
生
に
取
り
組
む
新
た
な
気
持

ち
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。 

チ
ガ
ヤ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
当
社
は
自

然
再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 
枝ならべ作業 女代神社 茅の輪くぐり 

総社 輪ぬけ祭 

武庫川流域でのチガヤ採取 

 

枝ならべ作業 


